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■ 美しい森林づくり
 「地元中学生が遊々の森で体験林業」・・・［津軽森林管理署金木支署］

■ 我が署の名所
 宮城県唯一のスギ天然林「自生山」（宮城県大崎市鳴子温泉鬼首）
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［宮城北部森林管理署］

飯豊本山山頂より見るダイグラ尾根飯豊本山山頂より見るダイグラ尾根
［東北森林管理局登山同好会提供］［東北森林管理局登山同好会提供］
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日
本
美
し
の
森

　
　
　
┃
東
北
の
お
薦
め
国
有
林
┃

保
全
課

　

み
な
さ
ん
の
耳
に
馴
染
み
の
「
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」
で
す
が
、
平
成

28
年
４
月
現
在
に
お
い
て
全
国
で
は
1
，

0
0
0
箇
所
あ
ま
り
、
東
北
森
林
管
理
局

管
内
に
あ
っ
て
も
1
8
7
箇
所
（
＊
表
1
）

が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
ど
れ
だ
け
ご
存

じ
で
す
か
？

　

今
般
、「
明
日
の

日
本
を
支
え
る
観
光

ビ
ジ
ョ
ン
構
想
会

議
」(

議
長
：
内
閣

総
理
大
臣
）
に
よ
り

策
定
さ
れ
た
同
ビ

ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
、

今
年
度
よ
り
前
述
の

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
森
」
を
核
と
し

た
山
村
地
域
に
お
け

や
施
設
整
備
等
の
環
境
整
備
や
多
言
語
に

よ
る
情
報
発
信
等
の
看
板
設
置
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

現
在
、
林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い

て
、
一
部
各
局
の
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
東
北
森
林
管
理

局
管
内
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
掲
載
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
先
ん
じ
て
少
々
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　

代
表
例
と
し
て
、

○
津
軽
森
林
管
理
署

（
白
神
山
地
・
暗
門
の
滝
自
然
観
察

教
育
林
）（
＊
写
真
1
）

・
暗
門
渓
谷
コ
ー
ス
（
通
称
暗
門
の

滝
）、
世
界
遺
産
の
径
ブ
ナ
林
散
策

コ
ー
ス

・
津
軽
峠
か
ら
マ
ザ
ー
ツ
リ
ー

（
推
定
樹
齢
4
0
0
年
の
白
神
山
地

を
代
表
す
る
母
な
る
巨
木
ブ
ナ
）

る
観
光
地
域
づ
く
り
の
取
組
み
を
推
進
す

る
た
め
の
「
森
林
景
観
を
活
か
し
た
観
光

資
源
の
創
出
事
業
」
と
し
て
、全
国
93
箇
所
、

東
北
森
林
管
理
局
管
内
で
は
11
箇
所
（
＊

表
2
）
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
選

定
さ
れ
た
箇
所
に
お
い
て
は
、
修
景
伐
採

（＊表 2）東北森林管理局管内（11箇所）
代表例

このほか

名称
白神山地・
暗門の滝自然観察
教育林

五葉山自然観察教育林

夏油高原野外スポーツ地域
・夏油自然観察教育林

仁別自然休養林

鳥海自然休養林

焼走自然観察
教育林

温身平風致
探勝林

署等

津軽 西目屋村
（青森県）

静と動が織りなす悠久の森
「白神のブナ林」と秘境「暗門の滝」

岩手山麓の四季と溶岩流のコントラスト

森林浴・セラピーを楽しむ美しい
ブナ林 

八幡平市
（岩手県）

小国町
（山形県）

岩手
北部

置賜

三陸
中部

岩手
南部

秋田

由利

万里の松原自然観察教育林

葉山風景林

山刀伐峠風景林

白鷹虚空蔵山風景林

庄内

山形

山形

山形

名称 署等 名称 署等

所在地 特徴

2August 2017 

（＊表１）東北森林管理局管内のレク森の種類と箇所数一覧 　平成 29 年 4 月 1 日
自然休養林
自然観察教育林
風景林
森林スポーツ林
野外スポーツ林
風致探勝林 

12
44
78
11
41
1

多機能な施設
森林環境教育等
名所、旧跡、寺社等の背景林
キャンプ等森林スポーツ林
主にスキー場
湖沼、渓谷と一体で自然が美しい 

計 187
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○
岩
手
北
部
森
林
管
理
署
（
焼
走
自
然

観
察
教
育
林
）（
＊
写
真
2
）

・
八
幡
平
国
立
公
園
内
の
天
然
記
念
物

「
焼
走
り
溶
岩
流
」

（
長
さ
約
３
k
m
の
溶
岩
流
観
察
路
）

○
置
賜
森
林
管
理
署
（
温
身
平
風
致
探

勝
林
）（
＊
写
真
3
）

・
国
内
第
1
号
の
セ
ラ
ピ
ー
基
地
認
定
地

（
森
の
癒
や
し
や
健
康
増
進
へ
の
活

用
）

（
既
発
令
）
平
成
29
年
５
月
27
日
か
ら

　

平
成
29
年
７
月
15
日
ま
で

（
延　

長
）
平
成
29
年
７
月
16
日
か
ら

　

平
成
29
年
８
月
31
日
ま
で

　

最
後
、
紙
面
を
お
か
り
し
て
、
昨
年
度

か
ら
話
題
と
な
っ
て
い
る
ク
マ
に
つ
い
て

は
、
現
在
も
全
国
的
に
出
没
情
報
が
絶
え

ま
せ
ん
。

　

秋
田
県
内
に
お
い
て
は
、「
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
出
没
に
関
す
る
警
報
の
発
令
期
間
の
延

長
」
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の

で
引
き
続
き
事
故
の
未
然
防
止
対
策
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

焼走熔岩流と岩手山（＊写真 2）

温身平と冠雪した飯豊連峰（＊写真 3）

暗門散策道 ( ＊写真 1)
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美しい森林づくり

 

　平成 28 年度末に協定期間が満了となった中泊町立
中里中学校と津軽森林管理署金木支署との「遊々の森」

（名称：あすなろ自遊モリ森）の協定を更新し、本年
度も６月５日（月）と７月６日（木）に開催しました。
　６月５日（月）は、中里中学校１年生５６名を対象
として、中里中学校体育館で片岡支署長から、森林や
国有林等に関する森林教室を行い、ヒバの空中取り木
苗作製のデモンストレーションを行った後、現地に向
かいました。
　現地到着後、生徒の皆さんは４〜５名ずつの班に別
れ、職員の指導のもとに、カッターを用いて、ヒバの
環状剥皮や剥皮部分への水苔巻き等の作業をそれぞれ
分担しながら真剣に取り組んでいました。　

　今回、作製した空中取り
木が発根し、苗木として利
用できるようになるのは、
約３〜４ヶ月後で、９月下
旬には、その空中取り木苗
をもって現地に植樹する体
験を行う予定です。
　また、７月６日（木）には、
中里中学校２年生５４名を
対象に、昨年度、自分たち

が植樹した空中取り木苗等の下刈・補植作業と樹木の
測樹体験を行いました。

　組毎に分かれ、前半１組が測樹、２組が下刈・補植
を行いました。測樹では、輪尺と測竿を用いて林内の
スギ外の樹木の胸高直径と樹高を職員から指導を受け
ながら測定し、野帳に記入しました。生徒の皆さんは、
輪尺の読み方（２㎝きざみ）に戸惑いながらも真剣に
取り組んでいました。

　下刈・補植体験では、下刈鎌を使用して昨年度、自
ら植樹した空中取り木苗と山取り苗周辺の雑草の刈り
払いを行うとともに、残念ながら枯れてしまった苗（殆
どが山取り苗）を抜き取り、そこに新しいヒバ苗木の
植樹もしました。

　作業終了後には、生徒代表から、「枯れてしまった
のは残念だけど、今度は大きく育ってほしい」「何年
か後に自分が植えた苗がどうなっているか見に来た
い」等の感想が述べられました。
　９月下旬頃には、本年度最後の遊々の森での体験林
業（植樹体験）を開催しますが、金木支署では来年度
以降も、次代を担う生徒たちに、森林の大切さ等を伝
えていきたいと考えています。

「地元中学生が遊々の森で体験林業」　
津軽森林管理署金木支署

森林教室（支署長）(6 月 5 日 )

空中取り木作製の様子 (6 月 5 日 )

職員から輪尺の使い方を教わる (7 月 6 日 )

下刈の様子 (7 月 6 日 ) 植穴を掘る女子生徒 (7 月 6 日 )

4August 2017 



　

6
月
30
日
（
金
）
に
、
八
幡
平
市
の
苗
代

澤
山
国
有
林
に
お
い
て
、関
係
林
業
事
業
体
、

東
北
森
林
管
理
局
、
当
署
の
担
当
者
な
ど
約

40
名
が
参
加
し
て
、
列
状
間
伐
現
地
検
討
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
岩
手
北
部
森
林
管
理
署
長
か

ら
、平
成
27
年
度
に
間
伐
要
領
が
改
正
さ
れ
、

今
後
は
、
間
伐
の
効
率
性
、
安
全
性
等
の
観

点
か
ら
、
列
状
に
選
木
す
る
「
列
状
間
伐
」

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
、
理
解
を

求
め
ま
し
た
。

　

　

次
に
、
東

北
森
林
管
理

局
資
源
活
用

課
長
か
ら
は
、

平
成
27
年
ま

で
は
、
メ
ー

ト
ル
幅
で
考

え
る
列
状
間

伐
に
よ
り
実

施
し
て
き
た

が
、
こ
の
方

法
で
は
、
残

さ
れ
た
立
木
に
対
し
て
間
伐
の
効
果
が
薄

く
、
間
伐
の
目
的
で
あ
る
密
度
管
理
上
、
植

栽
列
で
考
え
た
列
状
間
伐
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
該
箇
所
で
生
産
請
負
を
実
施
し
て
い
る

事
業
体
か
ら
は
、「
見
る
人
に
よ
っ
て
列
の

考
え
方
が
異
な
り
、選
木
で
苦
労
し
て
い
る
。

列
の
幅
が
狭
く
、か
か
り
木
が
多
く
発
生
し
、

集
材
も
大
変
。
搬
出
の
際
に
は
、
周
囲
の
木

に
傷
を
付
け
や
す
く
注
意
し
て
い
る
。」
と

労
力
が
増
え
た
こ
と
等
に
つ
い
て
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
資
源
活
用

課
長
と
当
署
総
括
森
林
整
備
官
か
ら
、
テ
ー

プ
で
明
示
す
る
、
又
は
少
し
離
れ
て
枝
葉
を

確
認
す
る
と
列
が
考
え
や
す
い
と
い
っ
た
、

安
全
な
作
業
方
法
や
選
木
方
法
な
ど
に
つ
い

て
も
、
具
体
的
に
指
導
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
伐
採
列
を
確
認
し
た
後
、
列
状

間
伐
に
お
け
る
伐
採
の
実
演
と
し
て
、
立
木

を
2
本
伐
倒
し
ま
し
た
。
1
本
目
は
列
の
と

お
り
に
倒
れ
ま
し
た
が
、
2
本
目
は
周
囲
の

枝
葉
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
の
伐
倒
と
な
り
、

列
に
沿
っ
た
伐
倒
の
難
易
度
の
高
さ
が
う
か

が
え
ま
し
た
。

　

最
後
の
意
見
交
換
で
は
、「
造
林
地
に
侵

入
し
て
き
た
広
葉
樹
は
、
列
状
に
並
ん
で
い

な
い
が
、
こ
の
ま
ま
伐
倒
す
る
と
か
か
り
木

に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
場
合
、
列
以
外
で

伐
採
し
て
も
構
わ
な
い
か
。」
と
の
質
問
が

あ
り
、
資
源
活
用
課
長
か
ら
、「
危
険
が
あ

る
の
で
あ
れ
ば
、
列
状
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

は
な
い
。
あ
く
ま
で
安
全
第
一
。
た
だ
し
、

伐
採
率
の
関
係
上
、
広
く
伐
採
し
た
分
、
別

の
場
所
で
残
す
こ
と
。」
と
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
当
署
総
括
森
林
整
備
官
か
ら
、

ま
と
め
と
し
て
今
回
の
検
討
会
の
内
容
を
今

後
の
事
業
に
生
か
し
て
欲
し
い
と
い
う
話
が

あ
り
、
本
検
討
会
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

作
業
方
法
が
変
わ
っ
た
直
後
で
戸
惑
う
部

分
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
本
検
討
会

で
各
々
が
確
認
で
き
、
有
意
義
な
も
の
に

な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

村
山
市
教
育
委
員
会
の
「
ふ
る
さ
と
教
育

の
森
」
は
、村
山
市
内
の
中
学
校
を
対
象
に
、

午
前
中
は
植
林
体
験
、
午
後
は
地
域
の
団
体

や
関
係
機
関
に
よ
る
森
林
教
室
な
ど
体
験
学

習
の
実
施
を
通
じ
て
、
子
供
た
ち
に
自
然
の

大
切
さ
や
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
を
や
し
な
う

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
国
土
緑
化
推
進
機
構
か
ら
「
ふ

れ
あ
い
の
森
林
づ
く
り
」
と
し
て
の
功
績
が

認
め
ら
れ
、
理
事
長
賞
の
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、
活
動
状
況
を
記
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

は
、
第
65
回
山
形
県
自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン

ク
ー
ル
学
校
教
材
料
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
村
山
市
山
の
内
国
有
林
（
村
山

市
分
収
造
林
）
に
お
い
て
、
６
月
６
日
に
楯

岡
中
学
校
１
〜
２
年
生
2
8
0
名
、
７
日

に
３
年
生
1
5
4
名
が
、
ス
ギ
と
ブ
ナ
の

苗
木
を
植
林
ま
し
た
。
当
署
の
職
員
は
植
林

各
地

か
ら
の

た
よ
り

列
状
間
伐
現
地

　
　
　
検
討
会
を
開
催

岩
手
北
部
森
林
管
理
署列状間伐の伐採列

伐倒作業の実演

意見交換の様子

平
成
29
年
度 

村
山
市 

 「
ふ
る
さ
と
教
育
の
森
」   

                   

の
開
催

山
形
森
林
管
理
署

The Letter From Each Place

植林指導
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指
導
と
補
助
等
を
担
当
し
、
事
故
も
な
く
終

了
し
ま
し
た
。
梅
雨
も
近
い
た
め
天
候
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
２
日
間
は
無
事
に
開
催

で
き
ま
し
た
。
８
日
の
葉
山
中
学
校
の
植
林

体
験
は
雨
の
た
め
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
も
今
年
で
36
回
目
を
数

え
、
植
林
は
親
か
ら
子
に
わ
た
り
続
い
て
い

る
活
動
で
あ
り
、
当
時
の
思
い
出
と
し
て
親

が
子
に
話
さ
れ

た
こ
と
を
聞
き

ま
し
た
。

　

過
去
に
植
林

し
た
ス
ギ
が
現

在
、
大
き
く
育
っ

て
い
る
こ
と
を

嬉
し
そ
う
に
話

し
た
そ
う
で
す
。

（
ご
様
子
が
思
い

浮
か
び
ま
す
。）

　

今
後
と
も
「
ふ

る
さ
と
教
育
の

森
」
活
動
を
通

し
て
、「
村
山
市
の
中
学
生
が
森
林
の
役
割

を
理
解
し
自
然
環
境
を
守
り
、
故
郷
に
つ
い

て
学
ぶ
」
こ
の
地
域
の
取
り
組
み
を
支
援
し

て
い
く
つ
も
り
で
す
。

 

６
月
16
日
、
山
形
市
役
所
に
お
い
て
、
山

形
市
成
沢
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
協
力
隊
へ

の
感
謝
状
伝
達
式
が
、
山
形
市
長
同
席
の
も

と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
協
力
隊

は
、
平
成
18

年
2
月
か
ら

現
在
ま
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し

て
、
二
ッ
沼

周
辺
国
有
林

（
山
形
市
分
収

造
林
地
）
等

に
お
い
て
下

草
刈
や
遊
歩

道
の
整
備
を

実
施
す
る
と

と
も
に
、
地

域
住
民
と
の

交
流
を
深
め

る
た
め
山
菜

祭
り
や
き
の

こ
祭
り
の
開

催
を
は
じ
め
、

地
元
の
小
学

生
へ
の
森
林

教
育
活
動（
き

の
こ
栽
培
）、
高
校
生
に
対
す
る
自
然
環
境

体
験
へ
の
協
力
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

な
お
、
活
動
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
蔵
王
成

沢
地
区
内
の
「
二
ッ
沼
」
は
か
ん
が
い
用
溜

池
と
し
て
下
流
域
の
蔵
王
成
沢
地
区
を
潤
す

重
要
な
水
源
地
で
あ
り
ま
す
し
、
ま
た
、「
西

蔵
王
地
区
」は
太
平
洋
側
・
日
本
海
側
の
多
々

の
植
物
が
混
在
す
る
地
域
で
も
あ
り
、
地
域

の
人
々
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

本
協
力
隊
が
、
今
後
と
も
本
地
域
の
森
林

保
全
活
動
、
森
林
整
備
、
自
然
環
境
教
育
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
か
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
7
月
8
日
、
米
沢
市
西
部
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
環
境
保

全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
「
ネ
イ

チ
ャ
ー
フ
ロ
ン
ト
米
沢
」（
青
柳
和
良
代
表
）

へ
、
林
野
庁
長
官
か
ら
の
「
国
民
の
森
林
づ

く
り
推
進
功
労
者
感
謝
状
」
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

　

こ
の
感
謝
状
は
、
国
有
林
に
お
け
る
保
全

活
動
の
取
り
組
み
や
普
及
活
動
等
、
長
年
の

功
績
が
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
て
林
野
庁
長

官
か
ら
贈
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
2
0
0
9

年
度
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
ロ
ン
ト
米
沢
は
、
吾
妻
山

周
辺
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
裸

地
化
し
た
湿
原
の
植
生
回
復
事
業
の
取
り
組

み
を
14
年
間
続
け
て
き
て
い
る
ほ
か
、
こ

The Letter From Each Place

表彰状の贈呈

受賞関係者の記念撮影

植林状況植林状況

平
成
29
年
度
国
民
の
森
林
づ
く
り
等
の

      
功
労
者
へ
の
局
長
感
謝
状
の
贈
呈

 （
山
形
市
成
沢
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
協
力
隊
）

山
形
森
林
管
理
署 植林状況

署長の挨拶 山形市長の祝辞

林
野
庁
長
官
感
謝
状
の
贈
呈

〜
植
生
回
復
事
業
の
取
組
〜

置
賜
森
林
管
理
署
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の
取
り
組
み

を
通
し
て
環

境
保
全
活
動

の
普
及
に
も

多
大
な
貢
献

を
し
て
お
り
、

今
回
、
そ
の

活
動
が
高
く

評
価
さ
れ
、

感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

贈
呈
を
行

っ
た
置
賜
森

林
管
理
署
長

か
ら
は
、
長
年
の
功
績
に
対
す
る
感
謝
と
敬

意
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
団
体
の
青
柳
代
表

か
ら
は
、感
謝
状
授
与
は
激
励
と
受
け
止
め
、

今
後
も
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
の
決
意
表
明

が
あ
り
、
出
席
し
た
会
員
か
ら
も
大
き
な
拍

手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
の
後
は
、通
常
の
例
会
が
行
わ
れ
、

早
速
、
今
年
度
の
植
生
回
復
事
業
の
詳
細
に

つ
い
て
打
合
せ
を
し
て
い
ま
し
た
。
感
謝
状

授
与
が
刺
激
に
な
っ
た
の
か
、
互
い
に
活
発

に
意
見
を
出
し
合
う
会
員
の
い
き
い
き
し
た

顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

山
形
県
と
新
潟
県
に
ま
た
が
る
朝
日
山

地
森
林
生
態
系
保
護
地
域
（
区
域
面
積
は

約
70
千
h
a
（
う
ち
山
形
県
内
は
48
千

h
a
））
の
う
ち
山
形
県
内
に
は
人
工
林
が

79
箇
所
、
約
２
７
１
h
a
が
含
ま
れ
、
そ

の
取
扱
い
は
「
育
成
複
層
林
施
業
等
針
広
混

交
林
化
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
業
を
行

い
、
将
来
は
天
然
林
に
導
く
。」
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
個
々
の
人
工
林
に
つ
い
て
、
６

月
か
ら
９
月
に
か
け
て
広
葉
樹
の
侵
入
状
況

や
路
網
の
状
況
を
調
査
し
、
今
後
の
施
業
に

つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
人
工
林
を
次
の
４
つ
に
区

分
し
、
今
後
の
森
林
計
画
へ
の
反
映
等
に
つ

い
て
、
関
係
森
林
管
理
署
と
検
討
を
行
う
予

定
で
す
。

①
主
伐
及
び
間
伐
を
行
い
針
広
混
交
林
へ

誘
導
す
る
箇
所
（
路
網
あ
り
）

②
間
伐（
伐
り
捨
て
）を
検
討
す
る
箇
所（
路

網
な
し
）

③
す
で
に
針
広
混
交
林
化
し
て
お
り
自
然

の
推
移
に
委
ね
る
箇
所

④
す
で
に
天
然
生
林
化
し
て
い
る
箇
所

                                      

昭和62.4　農林水産省入省
平成24.4　林野庁計画課　施工企画調整室長
平成26.7　林野庁　木材産業課長
平成28.8　林野庁　整備課長

小島　孝文
（東京都）

こ じま たかふみ

局　長

新任者略歴紹介
7月10日付け

INFORMATION

The Letter From Each Place

感謝状授与記念写真

植生回復作業状況

朝
日
山
地
人
工
林
の
　
　

林
況
調
査

朝
日
庄
内
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー林況調査の様子

搬出路の調査
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　地球上に40万種以上の植物が生育して
いるなか、花を持たず胞子で繁殖するしだ 
や苔など隠花植物が約40％を占めると言わ
れています。シダ類や菌類、地衣類は研究が
進んでおらず生態など未知な部分が多い分
野ですが、林床で地味で渋めな仲間を紹介し
ます。                                                              
　しだの仲間は、マツバラン類、ヒカゲノカ
ズラ類、トクサ類、シダ類の4類に分類され、
維管束を持ち、見かけ上は普通の植物体で
すが、胞子嚢を持つのが特徴です。
　ジュウモンジシダは渓流沿いの湿った林を
好み円形に束生する。一番下の葉が大きく十
文字の槍を連想させることが由来。
　ミヤマベニシダは芽出しの葉柄がピンクや
紫で、下半分くらいに鱗片があるのが特徴。
　サカゲイノデは、束生し葉柄の下部に大き
な鱗片が下向きに付き、鱗片の毛をイノシシ

の手に見立てたことが由来で、胞子嚢は黒く
ハの字型。
　ナライシダは、ブナ林などで見かけ葉柄か
ら小葉が互生し卵形で文様が美しく胞子嚢は
点状。
　ヒカゲノカズラ科のマンネンスギは、高山
帯の低木の下で見られるシダの仲間。いつま
でたっても大きくならない万年杉が由来。
　トクサ科のスギナもシダの仲間で杉菜が由
来。ツクシはスギナの胞子嚢で、胞子葉は6
角形です。  
　夏休み猛暑をしのぐためにクーラーにたよ
り過ぎていませんか？　日本庭園の美にしだ
や苔のアクセントが重要なように、「涼」には
5感が大事。「水や風の音」「葉のゆらぎ」「森
の香り」などしだ類の未知なる部分が秘めら
れてるかも！　　　　   

のう

ジュウモンジシダ

ナライシダ

ミヤマベニシダ

マンネンスギ

サカゲイノデ

スギナ

盛岡森林管理署 森林技術指導官　松尾　亨

しだの仲間mini 
corumn ジュウモンジシダ・ミヤマベニシダ・サカゲイノデ・ナライシダ

マンネンスギ・スギナ  
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春
に
は
高
山
植
物
が
咲
き
誇
り
、
イ
ワ

カ
ガ
ミ
湿
原
や
シ
ラ
タ
マ
の
木
湿
原
、
氷

河
期
か
ら
植
物
が
未
分
解
の
ま
ま
堆
積
し

て
で
き
て
い
る
学
術
的
に
も
珍
し
い
と
さ

れ
る
泥
炭
地
、
秋
田
県
が
鳥
獣
保
護
区
内

に
設
定
し
て
い
る
野
鳥
の
森
、
新
緑
の
季

節
に
は
湖
面
か
ら
美
し
い
光
景
を
眺
め
る

こ
と
の
で
き
る
須
川
湖
な
ど
様
々
な
名
所

が
あ
り
ま
す
。

　
秋
の
紅
葉
時
期
に
お
い
て
も
素

晴
ら
し
い
景
観
を
見
よ
う
と
県
内

外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま

す
。
ま
た
、
平
成
三
六
年
完
成
予

定
の
成
瀬
ダ
ム
で
す
が
現
在
、
付

帯
す
る
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
地
元
か
ら
は
今
後
に
お
け
る

新
た
な
観
光
施
設
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
中
で
森
林

　
私
の
勤
務
す
る
増
田
森
林
事
務
所
は
秋

田
県
横
手
市
南
東
部
に
位
置
す
る
横
手
市

増
田
町
に
あ
り
ま
す
。
古
く
か
ら
産
業
を

は
じ
め
、
岩
手
県
や
宮
城
県
へ
通
じ
る
交

通
や
物
流
の
要
、
そ
し
て
東
北
経
済
の
要

衝
と
し
て
栄
え
、
町
の
中
心
部
に
は
明
治

以
降
、
商
人
が
築
い
た
昔
な
が
ら
の
町
並

み
や
内
蔵
が
多
く
残
さ
れ
、
今
も
そ
こ
で

生
活
し
て
い
る
方
々
が
い
ま
す
。
平
成
二

五
年
に
は
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
域
に
選
定
さ
れ
て
お
り
、「
内
蔵
の
あ

る
町
」
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
地
域
で

も
あ
り
ま
す
。

　
当
事
務
所
は
横
手
市
と
東
成
瀬
村
の
国

有
林
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
林
況
と
し
て

は
天
然
林
を
主
と
し
た
広
葉
樹
林
が
多
く

あ
り
、
そ
の
代
表
と
し
て
栗
駒
山
（
山
体

が
宮
城
・
秋
田
・
岩
手
県
の
三
県
に
ま
た

が
る
山
で
、
山
頂
部
は
宮
城
県
と
岩
手
県

の
境
界
）
を
中
心
と
す
る
栗
駒
国
定
公
園

が
あ
り
ま
す
。

官
と
し
て
の
通
常
業
務
で
す
が
、
林
道
点

検
等
を
含
む
林
野
巡
視
、
境
界
管
理
、
造

林
保
育
や
林
道
維
持
管
理
に
か
か
る
請
負

事
業
の
監
督
業
務
な
ど
が
主
な
業
務
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
村
役
場
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
機
関
と
連
携
し
た
業
務
を
す
る

機
会
も
多
く
あ
り
ま
す
。
内
容
と
し
て
は

春
先
の
タ
ケ
ノ
コ
採
り
の
時
期
に
お
い
て

遭
難
防
止
の
観
点
か
ら
警
察
や
消
防
、
関

係
自
治
体
等
と
の
合
同
に
よ
る
入
山
禁
止

ロ
ー
プ
と
注
意
喚
起
看
板
の
設
置
や
、
秋

田
・
岩
手
両
県
合
同
に
よ
る
高
山
植
物
盗

採
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
、
栗
駒
山
周
辺
の
関

係
自
治
体
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て
い

る
ク
リ
ー
ン
ナ
ッ
プ
活
動
等
が
あ
り
森
林

事
務
所
も
そ
の
一
員
と
し
て
対
外
的
な
連

携
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
地
域
な

ど
に
係
わ
り
な
が
ら
国
有
林
の
維
持
管
理

等
の
現
場
業
務
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

増田地区中心部の町並み

遭難防止入山禁止ロープ設置

高山植物盗採防止パトロール

秣岳付近から見た須川湖

地域と係わり対外的な連携を深めて
秋田森林管理署 湯沢支署 増田森林事務所　森林官　千葉　智樹

森林官からの手紙
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春
に
は
高
山
植
物
が
咲
き
誇
り
、
イ
ワ

カ
ガ
ミ
湿
原
や
シ
ラ
タ
マ
の
木
湿
原
、
氷

河
期
か
ら
植
物
が
未
分
解
の
ま
ま
堆
積
し

て
で
き
て
い
る
学
術
的
に
も
珍
し
い
と
さ

れ
る
泥
炭
地
、
秋
田
県
が
鳥
獣
保
護
区
内

に
設
定
し
て
い
る
野
鳥
の
森
、
新
緑
の
季

節
に
は
湖
面
か
ら
美
し
い
光
景
を
眺
め
る

こ
と
の
で
き
る
須
川
湖
な
ど
様
々
な
名
所

が
あ
り
ま
す
。

　
秋
の
紅
葉
時
期
に
お
い
て
も
素

晴
ら
し
い
景
観
を
見
よ
う
と
県
内

外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま

す
。
ま
た
、
平
成
三
六
年
完
成
予

定
の
成
瀬
ダ
ム
で
す
が
現
在
、
付

帯
す
る
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
地
元
か
ら
は
今
後
に
お
け
る

新
た
な
観
光
施
設
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
中
で
森
林

　
私
の
勤
務
す
る
増
田
森
林
事
務
所
は
秋

田
県
横
手
市
南
東
部
に
位
置
す
る
横
手
市

増
田
町
に
あ
り
ま
す
。
古
く
か
ら
産
業
を

は
じ
め
、
岩
手
県
や
宮
城
県
へ
通
じ
る
交

通
や
物
流
の
要
、
そ
し
て
東
北
経
済
の
要

衝
と
し
て
栄
え
、
町
の
中
心
部
に
は
明
治

以
降
、
商
人
が
築
い
た
昔
な
が
ら
の
町
並

み
や
内
蔵
が
多
く
残
さ
れ
、
今
も
そ
こ
で

生
活
し
て
い
る
方
々
が
い
ま
す
。
平
成
二

五
年
に
は
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
域
に
選
定
さ
れ
て
お
り
、「
内
蔵
の
あ

る
町
」
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
地
域
で

も
あ
り
ま
す
。

　
当
事
務
所
は
横
手
市
と
東
成
瀬
村
の
国

有
林
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
林
況
と
し
て

は
天
然
林
を
主
と
し
た
広
葉
樹
林
が
多
く

あ
り
、
そ
の
代
表
と
し
て
栗
駒
山
（
山
体

が
宮
城
・
秋
田
・
岩
手
県
の
三
県
に
ま
た

が
る
山
で
、
山
頂
部
は
宮
城
県
と
岩
手
県

の
境
界
）
を
中
心
と
す
る
栗
駒
国
定
公
園

が
あ
り
ま
す
。

官
と
し
て
の
通
常
業
務
で
す
が
、
林
道
点

検
等
を
含
む
林
野
巡
視
、
境
界
管
理
、
造

林
保
育
や
林
道
維
持
管
理
に
か
か
る
請
負

事
業
の
監
督
業
務
な
ど
が
主
な
業
務
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
村
役
場
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
機
関
と
連
携
し
た
業
務
を
す
る

機
会
も
多
く
あ
り
ま
す
。
内
容
と
し
て
は

春
先
の
タ
ケ
ノ
コ
採
り
の
時
期
に
お
い
て

遭
難
防
止
の
観
点
か
ら
警
察
や
消
防
、
関

係
自
治
体
等
と
の
合
同
に
よ
る
入
山
禁
止

ロ
ー
プ
と
注
意
喚
起
看
板
の
設
置
や
、
秋

田
・
岩
手
両
県
合
同
に
よ
る
高
山
植
物
盗

採
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
、
栗
駒
山
周
辺
の
関

係
自
治
体
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て
い

る
ク
リ
ー
ン
ナ
ッ
プ
活
動
等
が
あ
り
森
林

事
務
所
も
そ
の
一
員
と
し
て
対
外
的
な
連

携
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
地
域
な

ど
に
係
わ
り
な
が
ら
国
有
林
の
維
持
管
理

等
の
現
場
業
務
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

増田地区中心部の町並み

遭難防止入山禁止ロープ設置

高山植物盗採防止パトロール

秣岳付近から見た須川湖

地域と係わり対外的な連携を深めて
秋田森林管理署 湯沢支署 増田森林事務所　森林官　千葉　智樹

森林官からの手紙
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東北森林管理局では、日本の
森林を育てるために間伐材を
積極的に使用しています。

the Noted Place of My Jurisdiction

　
自
生
山
（
標
高
７
８
４
ｍ
）
は
、宮
城
県
大
崎
市
の
江
合
川
（
荒

雄
川
）
上
流
に
位
置
し
、宮
城
県
と
秋
田
県
に
跨
が
る
須
金
岳
（
標

高
１
，２
５
３
ｍ
）
の
前
山
と
し
て
、
鬼
首
カ
ル
デ
ラ
の
外
輪
山
の

一
部
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　
地
質
は
凝
灰
岩
が
多
く
、
非
常
に
急
峻
で
崩
れ
や
す
い
地
形
と

な
っ
て
お
り
、
付
近
に
は
有
名
な
鳴
子
温
泉
や
間
欠
泉
で
知
ら
れ

る
鬼
首
温
泉
の
ほ
か
地
熱
発
電
所
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
一
帯
は
奥
羽
山
脈
に
属
し
、
ブ
ナ
を
中
心
と
す
る
天
然
林

で
、ス
ギ
、ネ
ズ
コ
（
ク
ロ
ベ
）、キ
タ
ゴ
ヨ
ウ
の
針
葉
樹
が
点
在
し
、

広
葉
樹
は
ブ
ナ
の
ほ
か
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ホ
オ
ノ
キ
、
ト
チ
ノ
キ
、

サ
ワ
グ
ル
ミ
、
カ
ツ
ラ
、
ケ
ヤ
キ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
等
が
主
な
樹

種
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
表
に
は
、
シ
シ
ガ
シ
ラ
、
リ
ョ
ウ
メ
ン
シ
ダ
等
の
シ
ダ
類
や

ム
ラ
サ
キ
ヤ
シ
オ
、
タ
ム
シ
バ
、
ツ
ク
バ
ネ
ソ
ウ
、
イ
ワ
ウ
チ
ワ
、

ホ
ツ
ツ
ジ
等
の
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
自
生
山
を
中
心
と
す
る
地
域
に
は
、
ほ
ぼ
原
生
林
状
態
の

ス
ギ
の
自
生
地
が
あ
り
、
藩
政
時
代
か
ら
大
切
に
保
護
さ
れ
、
大

正
13
年
に
は
学
術
参
考
保
護
林
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、直
径
１
ｍ
に
も
な
る
ス
ギ
の
巨
木
を
は
じ
め
、ク
リ
、

ホ
オ
ノ
キ
、
ハ
リ
ギ
リ
、
ト
チ
ノ
キ
、
サ
ワ
グ
ル
ミ
、
ケ
ヤ
キ
、

カ
ツ
ラ
な
ど
広
葉
樹
の
巨
木
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
自
生
山
の
天
然
ス
ギ
は
、
天
然
秋
田
ス
ギ
の
系
統
で
、
宮
城
県

内
唯
一
の
天
然
ス
ギ
林
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
の
ス
ギ
の
特

徴
で
あ
る
枝
が
下
垂
し
、
地
面
に
接
し
て
繁
殖
す
る
伏
条
更
新
の

様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
学
術
的
に
も
貴
重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
則
と
し
て
人

手
を
加
え
ず
自
然
の
推
移
に
委
ね
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
既
設
の

保
護
林
と
一
体
的
に
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
面
積
を
１
３

０
ｈ
ａ
に
拡
張
し
、「
自
生
山
ス
ギ
希
少
個
体
群
保
護
林
」
と
し
て
、

学
術
研
究
等
に
寄
与
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

我
が
署
の
名
所

宮
城
県
唯
一
の
ス
ギ
天
然
林
「
自
生
山
」

　
　
　
　（
宮
城
県
大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
）

宮
城
北
部
森
林
管
理
署
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◎交通アクセス
　鳴子温泉から約23㎞
　自動車で約30分

県道一迫岩入線 至 栗原市花山

至 大崎市至 大崎市

至 秋田県湯沢市

鳴子温泉

鬼首スキー場

至 山形県新庄市

108

47

じ

し
ょ
う
ざ
ん

鳴子ダム

自生山
（鳴子天然スギ）

自生山の林内 自生山天然杉の遠景

スギ伏状更新

自生山入口の標柱


